
様式１ 　令和４年度　清瀬市立清瀬第七小学校　　　学校評価計画
　学校の教育目標 　育成を目指す資質・能力及び特色ある教育活動

Challenge！七小　教育活動の「質」を究める。

【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

柱 中期経営目標
4 研究授業や授業改善推進プランの作成などの取組を通して授業改善を行った（全教員） 4 「学ぶ楽しさ」「わかった、できた喜び」を実感できた児童（９０％以上）
3 研究授業や授業改善推進プランの作成などの取組を通して授業改善を行った（教員の９０％以上） 3 「学ぶ楽しさ」「わかった、できた喜び」を実感できた児童（８０％以上）
2 研究授業や授業改善推進プランの作成などの取組を通して授業改善を行った（教員の80％以上） 2 「学ぶ楽しさ」「わかった、できた喜び」を実感できた児童（７０％以上）
1 研究授業や授業改善推進プランの作成などの取組を通して授業改善を行った（教員の80％未満） 1 「学ぶ楽しさ」「わかった、できた喜び」を実感できた児童（７０％未満）
4 教職員の自己評価で、肯定的回答(100％) 4 学校図書館やICT機器の活用により学習理解の高まりを実感できた児童（９０％以上）

3 教職員の自己評価で、肯定的回答(90％以上100％未満) 3 学校図書館やICT機器の活用により学習理解の高まりを実感できた児童（８０％以上９０％未満）

2 教職員の自己評価で、肯定的回答(80％以上90％未満) 2 学校図書館やICT機器の活用により学習理解の高まりを実感できた児童（７０％以上80％未満）

1 教職員の自己評価で、肯定的回答(80％未満) 1 学校図書館やICT機器の活用により学習理解の高まりを実感できた児童（７０％未満）

4 学級における定期的なあいさつ指導の実施(全教員が実施) 4 進んであいさつができている児童（９０％以上）
3 学級における定期的なあいさつ指導の実施(全教員中９０％以上) 3 進んであいさつができている児童（８０％以上）
2 学級における定期的なあいさつ指導の実施(全教員中８０％以上) 2 進んであいさつができている児童（７０％以上）
1 学級における定期的なあいさつ指導の実施(全教員中８０％未満) 1 進んであいさつができている児童（７０％未満）
4 いじめ・人権に関する話し合いや体験的活動の実施(全学級) 4 保護者の学校によるいじめ・人権に関する取り組みへの満足度（９０％以上）

3 いじめ・人権に関する話し合いや体験的活動の実施(９０％以上) 3 保護者の学校によるいじめ・人権に関する取り組みへの満足度（８０％以上）

2 いじめ・人権に関する話し合いや体験的活動の実施(８０％以上) 2 保護者の学校によるいじめ・人権に関する取り組みへの満足度（７０％以上）

1 いじめ・人権に関する話し合いや体験的活動の実施(８０％未満) 1 保護者の学校によるいじめ・人権に関する取り組みへの満足度（７０％未満）

4 教職員の自己評価で、肯定的回答(100％) 4 体力が向上していると実感できた児童（９０％以上）
3 教職員の自己評価で、肯定的回答(90％以上100％未満) 3 体力が向上していると実感できた児童（８０％以上）
2 教職員の自己評価で、肯定的回答(80％以上90％未満) 2 体力が向上していると実感できた児童（７０％以上）
1 教職員の自己評価で、肯定的回答(80％未満) 1 体力が向上していると実感できた児童（７０％未満）
4 食育・健康に関する学級指導年間１０回以上実施(担任の100％) 4 食事や健康について意識的に気をつけている児童（９０％以上）
3 食育・健康に関する学級指導年間１０回以上実施(担任の90％以上100％未満) 3 食事や健康について意識的に気をつけている児童（８０％以上）
2 食育・健康に関する学級指導年間１０回以上実施(担任の80％以上90％未満) 2 食事や健康について意識的に気をつけている児童（７０％以上）
1 食育・健康に関する学級指導年間１０回以上実施(担任の80％未満) 1 食事や健康について意識的に気をつけている児童（７０％未満）
4 5回以上実施した学年の割合(９０％以上) 4 保護者の交流及び共同学習に対する肯定的評価（９０％以上）
3 5回以上実施した学年の割合(８０％以上) 3 保護者の交流及び共同学習に対する肯定的評価（８０％以上）
2 5回以上実施した学年の割合(７０％以上) 2 保護者の交流及び共同学習に対する肯定的評価（７０％以上）
1 5回以上実施した学年の割合(７０％未満) 1 保護者の交流及び共同学習に対する肯定的評価（７０％未満）
4 個別支援計画及びアセスを年2回以上作成し考察（９０%以上の学級で実施） 4 保護者の特別支援に対する肯定的評価（９０％以上）
3 個別支援計画及びアセスを年2回以上作成し考察（８０%以上の学級で実施） 3 保護者の特別支援に対する肯定的評価（８０％以上）
2 個別支援計画及びアセスを年2回以上作成し考察（７０%以上の学級で実施） 2 保護者の特別支援に対する肯定的評価（７０％以上）
1 個別支援計画及びアセスを年2回以上作成し考察（７０%未満の学級で実施） 1 保護者の特別支援に対する肯定的評価（７０％未満）
4 教職員の自己評価で、肯定的回答(100％) 4 児童の満足度の評価Ａ(児童の90％以上)
3 教職員の自己評価で、肯定的回答(90％以上100％未満) 3 児童の満足度の評価Ｂ(児童の80％以上90％未満)
2 教職員の自己評価で、肯定的回答(80％以上90％未満) 2 児童の満足度の評価Ｃ(児童の70％以上80％未満)
1 教職員の自己評価で、肯定的回答(80％未満) 1 児童の満足度の評価Ｄ(児童の70％未満)
4 更新が年間２１３回以上 4 保護者の情報発信に対しての肯定的評価（９０％以上）
3 更新が年間２００回以上 3 保護者の情報発信に対しての肯定的評価（８０％以上）
2 更新が年間１９０回以上 2 保護者の情報発信に対しての肯定的評価（７０％以上）
1 更新が年間１９０回未満 1 保護者の情報発信に対しての肯定的評価（７０％未満）

成果指標（評価基準）

基礎的な知識・技能を
身に付けさせるととも
に、問題解決能力や
情報活用能力を育成
し、学力向上を図る。

確
か
な
学
力
の
向
上

学校図書館や市立図書館の蔵
書、タブレット端末などのICT機器
を活用した授業を行う。

「学ぶ楽しさ」「わかった、できた喜
び」を再認識させるとともに、学びに
向かう意欲が高められるような授業
を実践する。

全員研究授業、授業改善推進プランの
作成などの取組を通して授業改善を行
い、児童の学習に対する満足度を高め
る。

短期経営目標

〇健康で強い子　　　〇思いやりのある子　　　◎よく考える子

　前年度までの学校経営上の成果と課題 【成果】〇授業改善による児童の学習に対する満足度　〇新しい生活様式の定着〇学校ホームページによる情報発信と閲覧の定着　〇学校支援本部（ななサポ）と連携した地域素材・
人材を生かした活動の充実
【課題】〇タブレット端末の活用の一層の促進（問題解決能力及び情報活用能力の育成）〇挨拶の励行　〇体育授業、体力向上の取り組みの一層の充実（体力向上）　〇特別支援教育に
対する保護者理解の更なる向上及びアセスの更なる活用

【育成を目指す資質・能力】
〇健康で強い子…すすんで健康保持増進に努める意欲、基礎的な運動の技能、健康についての知識
〇思いやりのある子…他者の気持ちを理解する力、共感できる力、他者との違いを認める力
◎よく考える子…基礎的な知識・技能、論理的思考力、問題発見・解決能力、自分の思いや考えを豊かに表現する力

【特色ある教育活動】
◎学校図書館を活用した問題解決能力の育成…調べ学習室の充実と活用、タブレット端末などICT機器の活用促進
〇障害者理解の促進…通常学級と特別支援学級との交流学習、特別支援教室についての情報発信

向学心あふれる学校　保護者、地域と力を合わせて子供を育てる学校

互いに認め合い、支え合い、高め合う児童

向上心をもち、自分の指導に誇りをもてる教師

　目指す学校像（ビジョン）

登下校時のあいさつ励行や来客
への会釈など、継続的な生活指導
の実践を行う。

互いに認め合い、共感し合える関係
を築き、人権尊重の精神を培う。

取組指標（評価基準）

豊
か
な
心
の
育
成

児童の問題発見・解決能力や情報
活用能力を育成する。

具体的方策

道徳授業(週1時間、体験的活動
（学期３回以上）行い、人権や人と
のふれあいに対する意識を高めて
いく。

いじめの未然防止に向けた取り組み
を行うとともに、児童の人権感覚を
豊かにする。

本
校
の
特
色

特
別
支
援
教
育
の
充
実

健
や
か
な
体
の
育
成

学校内外で発揮でき
る正しい規範意識の
形成及び人権感覚を
もった児童を育てる。

特別支援・教育相談に
関する教育資源を活
用し、児童が求める
ニーズに応じた適切な
支援を行う。

自己の体力向上や健
康維持・増進に取り組
む習慣を身に付けさ
せる。

地域との連携を深め、
地域に開かれた学校
を実現する。 ホームページの更新を毎日（長期

休業中を除く）行う。

地域の人材、施設を活用した体験的
な学習を進めることで各教科等の発
展的な学習につなげるとともに、児
童の主体的な学びを促す。

学校情報を地域・保護者に積極的に
発信する。

早寝早起き・歯磨き・食事・衛生・
新しい生活様式といった健康や食
に関する指導を、年間１０回以上
行う。

朝遊びやロング昼休みの活用、出
前授業などを通して、運動に対す
る意識を高め、体力の向上を図
る。

健康的な生活を送るための習慣づく
りを図る。

心と体のバランスも含めた体力・健
康に対する意識を高める。

通常学級と特別支援学級との交流
や共同学習を年5回以上行う。

個別の指導計画の実現に向けた
指導を継続するとともに、アセスか
ら読み取れた課題の解決に向けて
適切な支援を行う。

学校支援本部、円卓会議「松山ＤＸ」、
ＮＰＯ法人きよせラボなど、地域の人材
を活用した授業を行う。地域施設を活
用した体験的な学びを進める。

交流教育を通して、児童の豊かな人
間性を育む。

特別な支援を要する児童に対する支
援を実現する。


